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文
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印

度

史

研

究

資

料
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就

い
て

敏

…
…

領

文
學
博
士

松

本

文

三

郎

九
三

,

元

禄

時

代

の

京

都

小

説

家
文

學

士

藤

井

乙

男
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四
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西

魏

の

四

面

像

に

就

い
て

濱

田
　
耕

作

　

京

都

市

國

大

學

文

科

大

學

の

所

蔵

に

西

魏

の

四

面

像

あ

り
、清

國

陳

西

省

西

安

附

近

よ

り

将

来

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

係

る

と

云

ふ
、其

の

形

勝

甚

だ

大

な

ら

ず

と

難

も
、遺

像

銘

文

の

完

美

せ

る

あ

り
、蓋

し

獲

易

か

ら

ざ

る

遺

物

な

る

の

み

な

ら

ず
、四

面

像

な

る

も

の

玉

本

質

を

研

究

す

る

こ

と

は
、藝

術

史

上

最

も

興

味

あ

る

一
問

題

な

り

と

思

惟

す

る

を

以

て
、合

比

の

四

面

像

に

關

し

て

余

輩

の

考

察

せ

る

一
斑

を

述

ぶ

る

所

あ

ら

ん

と

す

。

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
就

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
七



　

　

　

　

面
魂
の
四
面
像
に
就
い
て
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
こ
七
人

　

四

面

像

と

は

其

の

文

字

の

示

す

ガ

如

く
、
一
個

の

材

料

の

四

面

に

佛

像

を

彫

刻

し

た

る

も

の

に

し

て
、立

像

若

し

く

は

高

浮

彫

の

一
群

な

り
、

さ

れ

ど

各

面

の

彫

像

は

各

別

の

題

目

を

有

し
、必

し

も

相

互

の

闘

に

藝

術

士

密

接

な

る

意

義

の

聯

絡

あ

る

を

要

せ

ず
、唯

だ

其

の

軍

一
挾

有

の

材

料

と
、之

に

よ

り

て

表

現

せ

ら

る

玉

一
個

の

建

築

的

意

義

あ

る

を

以

て

足

れ

り

と

す

可

し
、此

の

種

の

造

像

は

我

が

國

に

於

い

で
、
は

未

だ

製

作

せ

ら

れ

た

る

を

聞

か

ず

と

錐

も
、支

那

に

於

い

て

は

其

の

遺

品

少

か

ら

ざ

る

可

く
、我

國

に

將

来

せ

ら

れ

た

る

も

の

も

必

ず

し

も

我

が

京

都

文

科

大

學

の

蔵

品

に

限

ら

ざ

る

可

し
、さ

て

之

を

四

面

像

と

推

す

る

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　　
　
　　

北

周

保

定

四

年

聖

母

寺

の

像

碑

に

も
「工

造

四

面

像

一
画
」と

あ

り
、南

面

繹

迦

、北

面

彌

勒

、東

面

観

音

、西

面

無

量

壽

像

を

剥

せ

る

も

の

あ

る

に

よ

鞭

て

も
、古

く

此

の

語

あ

ゆ

し

を

知

る

可

し
。



』____

　

文

科

大

學

所

藏

の

四

面

像

は

高

さ

一
尺

一
寸
、澗

さ

底

部

に

於

い
て

六

寸

五

分
・奥

行

四

三

分

あ

り
、石

質

は

片

麻

岩

な

り
、瓢

噂
繋

金

禮

は

梯

形

の

立

方

禮

に

し

て

上

部

狡

-

下

底

廣

-
、奥

行

短

く
、佛

像

を

其

の

中

央

四

面

に
・立

像

に

近

き

高

浮

彫

を

以

て

刻

出

せ

り
、寧

、
ぐ
、
頂

部

に

竺

個

の

天

蓋

を

懸

吊

し

て

四

面

を

覆

ひ
、壷

座

に

は

正

面

に

仁

王

搏

山

燈

等

を

薄

肉

彫

に

て

現

は

し
、他

の

三

面

に

は

銘

文

を

刻

む
、今

順

　　
　
　

　
　
　
　
　

の

衣
,各

.部

に

就

き

て

略

説

せ

ん

に
、

尤

蓋

四

方

の
向

正

面

尤

も
精

密

な

る
手

法

を

祈

り
、装

飾

亦

複

雑

郁

り
・上

帯

の

上

に

は

寳

相

撃

に

似

た

る

花

紋

あ

り
、其

の

下

に

は

希

臓

に

於

て

多

く

見

る

所

の

郷

音
((震

≧

ε
蔭

ろ
)
模

様

の

一
列

あ

り
、次

は

魚

鱗

形

に

し

て

下

方

に

實

珠

を

附

著

ぜ

る

模

様

あ

り
、次

に

幕

帳

の

縦

に

折

り

重

な

り

て
、其

の

下

に

織

襲

の

連

れ

る

も

の

を

現

は

し
、最

後

に

幕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
七
九

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
競
い
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を

垂

れ

た

り
、而

し

て

正

面

の

華

紋

は

他

の

三

面

に

比

し

て

複

雑

な

る

の

み

な

ら

ず
・卵

舌

模

様

の

下

に

理

路

を

附

加

せ

る

を

見

る
、此

の
魚

鱗

嚢

状

幕

の

天

蓋

は
、元

と

手

持

の
幡

蓋

よ

り

出

で
、支

那

山

西

省

大

同

府

雲

岡

の

石

窟

寺

の

如

来

殿

等

に

あ

る

も

の

と

全

-

様

式

を

一
に

し
、叉

た

我

が

法

隆

寺

金

堂

及

び

橘

夫

入

厨

子

の
天

蓋

と

も

酷

似

し
、飛

鳥

朝

の

美

術

の

淵

源

の

北

魏

時

代

に

存

す

る

こ
と

を

確

讃

す

可

き

一
資

料

た

り
・天

蓋

の

四

方

に

は

方

形

に
近

き

圓

柱

あ

り

て

之

を

支

承

せ

し

も
、

今

は
訣

損

し

て
、緩

に

柱

脚

を

存

す

る

の

み
、柱

脚

は

印

度

式

逆

蓮

花

の

装

飾

を

有

し
、當

代

建

築

の

一
端

を

窺

は

し

む

る

も

の

あ

り
。

ゴ

藤

壷

繊

塾

御

津

炉

を

刻

出

す
、中

央

に

如

来

の
座

像

あ

り
、説

法

の

く印

を

角

し
、須

彌

壇

王

に

鉄

座

す
、壇

は

蓮

花

甲

よ

り

出

で
、如

来

の
衣

紋

垂

れ

て

其

の

前

面

を

覆

ひ
、衣

嚢

の
織

線

相

霊

薬

せ

.。
状
、我

が

飛

鳥

時

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
就
い
て
　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
人
}



　

　

　

　

面
貌
の
四
面
像
に
焼

縦
イ、,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
二

代

の

佛

像

及

び

勉

の

北

魏

時

代

の

佛

像

と

酷

省

せ

り
、左

右

に

は

右

手

を

塞

げ

た

る

脇

侍

の

二

菩

薩

侍

立

し
、中

尊

と

脇

侍

と

の

問

に

は

圓

頂

の

二

比

丘

を

現

は

す
、全

禮

の

構

圖

我

が

法

隆

寺

金

堂

の

壁

書

及

び

善

光

寺

如

来

押

出

佛

等

と

同

一
軌

に

出

つ

る

ガ

如

し
、諸

佛

の

中

僧

形

の

二

人

は

其

の

面

相

最

も

明

亮

に

残

存

せ

る

が
、或

は

顔

を

し

か

め
、或

は

ロ

を

上

部

に

曲

げ
、前

頬

部

の

著

し

く

凸

幽

せ

る

も

の

あ

⑪
、稼

的

の

相

好

を

現

は

し

手

法

巧

妙

を

極

め

た

り
、而

し

て

中

尊

及

び

二

脇

侍

は

共

に

舟

形

の

光

背

を

資

へ

る

が
、中

央

の

大

光

背

に

は

朱

色

の

賦

彩

今

な

ほ

遺

存

ぜ

り
、此

等

の

例

に

よ

り

て

察

す

る

に
、當

時

の

石

像

は

其

の

初

め

鮮

麗

な

る

彩

色

を

施
一
せ

る

も

の

な

る

こ

と
、か

の

健

駄

羅

彫

刻

に

於

け

る

ガ

如

く
、又

た

希

臓

彫

刻

に

於

け

る

著

彩
(剛)(ラ
δ
ぎ
.書
ち

　　　　　ミ

)
と

同

趣

味

に

幽

で

し

を

知

る

呵

し
、思

ふ

に

大

理

石

の

如

き

石

質

の

美

麗

な

る

も

の



　

に

さ

へ
、彩

色

を

加

ふ

る

こ

と

古

代

美

術

家

の

常

と

す

れ

ば
、斯

の

如

き

石

質

の

愛

す

可

き

も

の

な

き

片

麻

岩

等

に

賦

彩

を

試

む

ろ

は
、蓋

し

自

然

の

勢

な

り

と

謂

ふ

可

し
、脇

侍

菩

薩

の

前

面

に

二

獅

あ

り
、顔

面

惟

偉

に

し

て

叢

を

巻

重

し
、姿

勢

亦

た

頗

る

雄

逸

な

り
、要

す

る

に

此

の

繹

迦

浄

土

は

正

面

の

彫

像

な

る

を

以

て
、作

者

は

特

に

精

巧

な

る

手

法

を

行

り
、複

雑

な

る

意

匠

を

施

せ

る

を

認

む

可

き

な

り
。

　
　
ノ
　

　
　
　
　
　
　
の
　　
　
　り
　
　
の
　
　
る
　
　
　

三

背

面

定

光

佛

三

軍

　

定

光

は

燃

作

と

も

課

し
、燃

燈

佛

と

も

云

ふ
、梵

(名

を

提

和

渇

羅

(同)ぢ
鎗
欝

金
ε

と

云

ひ
、過

去

久

遠

の

昔

出

現

し

て
、繹

尊

に

記

別

を

授

け

し

師

佛

な

り

と

云

ふ
、中

央

に

読

法

の

相

を

な

し

幽

光

を

資

ひ

て

立

つ
、衣

紋

の

嚢

線

は

我

が

飛

鳥

時

代

の

末

期

頃

の

も

の

と

一

致

し
、稽

,進

歩

し

て

自

由

と

な

れ

り
、左

右

二

脇

士

は

圓

頗

に

し

て
、左

手

衣

端

を

据

り
、圓

光

を

背

に

せ

り
、面

貌

は

右

脇

侍

の

み

完

存

す
。

　

　

　

　

函
数
の
四
面
像
に
就

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
八
三

ー

ー

婁
ー

ー

ー
,メチ、、尋
凄
コー

ー

ー

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　.喜

多̀
薯

重
量

茎

己妻毒



　

　

　

　

函

数

の
四

面
像

に
就

い
て
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
人
四

　
む
ノ

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
む
　
　
　

四

左

方

彌

勒

菩

薩

　

こ

の

像

は

四

面

中

最

も

完

全

に

遺

存

せ

る

ガ
、頭

くに

寳

冠

を

戴

き
、胸

に

理

路

を

垂

れ
、椅

子

に

座

し

説

法

の

相

を

駕

し
、逆

蓮

座

の

上

に

足

を

著

く
、背

部

に

は

圓

光

な

し
、頭

部

梢

、大

に

過

ぐ

る

感

な

き

に

非

ざ

る

も
、全

龍

の

僅

衡

必

し

も

悪

か

ら

ず
、顔

面

は

幅

廣

く

眉

秀

で
、口

は

上

方

に

舞

曲

し

耳

長

し
、甕

冠

の

飾

亦

長

く

肩

上

に

垂

る
、其

の

趣

致

宛

と

し

て

推

古

時

代

の

佛

像

の

如

し
。

　
　
ノ
　

む
　
　

　　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
の

五

右

方

普

賢

菩

薩

　

面

部

及

び

右

手

を

鉄

損

せ

る

も
、象

背

に
駕

し

合

(掌

せ

る

像

な

り
、象

の

形

態

頗

る

巧

妙

に

し

て
、普

賢

の

禮

容

亦

優

美
、衣

紋

は

曲

折

自

在

に

し

て
拮

据

の

所

な

く
、後

世

普

賢

菩

薩

の

書

像

の

水

つ

く

所

夙

く

當

代

に

在

る
を

思

は

し

む
。

　
　ノ
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六

正

面

壷

座

浮

彫

　

中

央

に

博

山

香

櫨

形

を

置

き
、其

の

上

方

左

右

に

(日

月

(り乙
)を

現

は

せ

る

二

球

あ
.り
、二

菩

薩

之

を

捉

ら

ん

と

す

る

も

の

玉

O

一_　 P泌 幽 幽



如

し
、文

典

の
左

右

に

は

仁

王

を

刻

す
、右

方

は

固

形
、左

方

は

寳

球

形

の

背
光

を

負

ひ
、攣

化

の

趣

を

示

す
、共

に

髪

髭

を

若

け

足

を

踏

み

手

を

塞

げ

盆

怒

の

状

を

駕

す
、其

の

形

橘

夫

入

厨

子

扉

書

の
仁

王

に

相

似

た

り
、

北

齊

天

保

五

年

の

遺

像

に

も

同

じ

く

墓

座

に

博

山

櫨

等

を

刻

せ

る

も

の

あ

り
、
編
孫

蓋

し

同

趣

向

に

出

づ
。

匂

鋳

如

左

方

彌

勒

の

毫

厘

よ

り

趨

り

て

背

面

を

廻

っ

て
普

賢

の

毫

く座

に

達

す
、
一
行

五

字

或

は

四

字
、方

眼

の
罫

線

中

に

刻

す
、正

楷

に

し

て

頗

る
雄

勤
、陪

碑

の

趣

あ

り
、唐

歌

陽

論
…
の

書

風

に

似

た

る

所

あ

り
、文

に

日

ぐ
、

　

　

　

大

統

十

七

年

　

　

　

　

　

　

　

五

日

己

夫

佛

　

　

　

歳

家

主

未

三

　

　

　

　

　

　

　

弟

子

衙

大

幣

　
　
　
月
乙
巳
朔
田

　

　
,
　

軍
行
漢

方襯
)

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
就

い
て
　

　

　

　

　

　

　

　

二
八
五



面

貌

の

四

面

像

に

就

い
て

事

安

次

縣

開

國
男

芙

股
敬

造

定

光

繹

迦

彌

勒

普

賢

四

か
　
　
　
カ

　
　
　カ

塵
旧
こ園

皇

帝

陛

下

七

世

父

母

過

去

見

在

　

　　
　
　
あ
　

智

囑

一
切

含

生

恒

與

春

恨

威

昇

天

寂

妻

彰

自

妃

息

男

仙

伯

　

(以
上
右
方
)

二
八
六

今

ま

此

の

銘

文

に

就

き

て

少

し

く

説

く

琳所

あ

ら

ん

に
、全

髄

の

文

禮

は
.

當

時

に

最

も

普

通

な

る

も

の

に

し

て
、年

代

に

於

て

も
、文

膿

に

於

て

も

大

統

十

六

年

九

月

一
日

の

岐

法

起

の

造

像

記

等

之

に

相

類

す

る

も

の

あ

り
、
齢
鮪
榊
漏
大

統

十

七

年

は

西

魏

孝

文

帝

の

時

に

し

て

我

が

欽

明

天

皇

十

二

年

(西

暦

五

五

一
)に

當

る
、塊

芋

の

次

な

る

一
字

不

明

な

る

も
、干



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　
ヘ　　
へ

支

よ

り

推

し

て
、奉

字

な

る

こ

と

固

よ

り

明

な

り
、猜

氏

縣

は

山

西

省

に

あ

り
・唐

の

河

東

郡

蒲

州

に

黙

し

、漢

の

曹

縣

な

り
、
か

の

魯

の

窮

士

猜

頓

の

牛

羊

を

養

ひ

て

大

富

を

致

せ

り

と

傳

へ
ら

る

玉
地

な

り
、面

魂

蒲

二

年

改

め

て

桑

泉

縣

と

な

し
、後

周

明

帝

に

至

り

蕉

名

に

復

す
、安

次

縣

は

直

隷

省

に
あ

り

河

北

郡

幽

州

に

隷

し
一亦

漢

の
落

懸

な

り
、縣

東

永

溝

渠

に
枕

し
、演

武

の
時

燕

よ

り

奪

っ
て

渤

海

郡

に

属

せ

し

め

た

る

も

の

な

り
嚇

勝

勢

は

魏

書

官

民

志
仁
「開

國

器

五
」と

あ

り
、文

段

は

即

ち

安

次

縣

開

國

男

に

封

ぜ

ら

れ

し

な

り
、文

殿

は

其

の

傳

詳

な

ら

ず
、萬

姓

統

譜

に

英

雄

は
「齊

大

夫

丈

孔

之

後

」と

あ

り
、魏

書

官

民

志

に
「去

斥

氏

後

改

爲

文

民
」と

見

ゆ
、恐

ら

く

は

此

等

の

家

門

に

属

す

る

人

な

ら

む
、其

の

妻

子

は

銘

文

に

よ

り

て

知

ら

る

ふ

所

な

る

ガ
、記

銘

の

順

序

は

必

し

も

此

の

例

に

擦

ら

ず
、北

魏

延

昌

二

年

張

相

隣

遺

像

記

齢
諸
僻
襯

の

如

き

は
、息

を

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
就

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
人
七

ヨー

ー

ー

⇒



蓋

　

　

　

　

画
数
の
四
面
像
に
就

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人
八

先

に

し

妻

を

後

に

せ

る

も

の

あ

る

を

見

る
。

　

さ

て

定

光

繹

迦

彌

勒

普

賢

の

四

佛

を

一
石

に

合

刻

す

る

は

如

何

な

る

理

由

に

由

れ

る

か
、思

ふ

に

定

光

は

過

去
、繹

迦

は

現

在

、彌

勒

は

未

来

の

佛

と

し

て
、三

世

に

亘

れ

る

意

味

な

る

可

く
、普

賢

を

之

れ

に

配

す

る

の

理

由

は

未

だ

之

を

詳

に

せ

ず

、而

し

て

定

光

佛

は

南

北

朝

の

造

像

に

特

に

其

の

例

多

く
、北

魏

永

李

三

年

比

丘

尼

法

術

造

像

記

に

も
「敬

心

遣

定

光

石

像

一
庭

井

二

菩

薩
」云

々

と

あ

り
、其

の

他

校

暴

に

逞

あ

ら

ず
、然

れ
.ど

も

此

の

以

後

の

時

代

に

は

定

光

佛

を

見

る

}と

頗

る

稀

な

る

の

み

な

ら

ず
、日

本

に

於

い

て

は

南

北

朝

の

佛

敏

の

影

響

を

受

け

た

る

推

古

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　　ヘ　　　ヘ　　　へ

時

代

に

在

り

て

も
、之

を

認

む

る

こ

と

無

し
、皇

帝

陛

下

の

上

二

字

は

北

齊

姓

氏

遺

像

記

獣
鱒
北

魏

曹

績

生

造

像

記

猷
鞭
回

田

曾

敬

造

象

記

等

に

　

　

　

　

ヘ　　　へ

よ

り

て

も
、上

爲

の

二

字

な

る

こ

と

を

推

察

す

可

し
、通

常

次

に

下

は

云

み』μ」7　吃　 爾荊



云

と

封

ず

る

を

例

と

す

る

も

、本

銘

に

は

此

の

文

字

な

く

、而

か

も

僅

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヘ
　
　
へ

残

存

せ

る

字

劃

に

依

り

q
て

上

爲

と

謹

む

の

外

無

し

、見

在

は

固

よ

り

現

　

　

　

　

　

ヘ
　
　
　へ

在

と

同

じ

く

、含

生

は

群

生

と

同

じ

く

、其

の

用

例

永

年

四

年

安

定

玉

造

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

・
像

記

等

に

見

え

た

り

、大

紋

は

浬

葉

と

同

義

な

る

ガ

、
恒

奥

書

倶

の

四

字

は

其

の

意

明

か

な

ら

ず

、但

だ

大

統

十

六

年

岐

法

起

遺

像

記

難

訓

惜

覇

に

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ
　
　
　ヘ　
　
　ヘ　
　
　へ

衆

口

大

小

無

病

、養

壽

常

與

善

倶

一

時

成

」
と

あ

り

、
又

北

魏

李

和

之

造

像

記

鶴

詔
榊

瀟

に

「願

生

々

忙

々

恒

與

春

宮

」
と

あ

る

を

以

て

、善

倶

と

善

會

と

其

の

同

義

な

る

こ

と

を

知

る

を

得

る

の

み

。

　

以

上

余

輩

は

我

か

文

科

大

學

所

藏

の

四

面

像

の

各

部

に

就

き

て

略

説

す

る

所

あ

り

し

が
、醗

っ

て

斯

の

如

き

四

面

像

な

る

一
種

の

造

像

は
、

如

何

に

し

て

襲

生

せ

し

も

の

な

る

か
、其

の

源

く

所

は

何

虜

に

あ

る

か

　

　

　

　

面
貌
の
四
面
像
に
就

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
八
九

一

馨
謹
呈彗
窪
≦讐蕃

一

雪裏
δ茎,噸



量

婁

「竺

　

　

　

　

西

魏

の
四

面
像

に

就

い
て

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
　二
九
〇

,に

就

き

て

一
個

の

臆

説

を

立

せ

ん

と

欲

す
、己

に

述

べ

た

る

ガ

如

く
此

の

四

面

像

は

其

の

上

部

を

覆

ふ

に

一
個

の

天

蓋

を

以

て

し
、天

蓋

は

叉

た

四

方

を

承

く

る

に

柱

を

以

て

せ

る

よ

り

見

る

も
、既

に

佛

像

と

建

築

と

の

結

合

を

示

せ

る

や

明

な

り
、而

し

て

余

輩

は

此

の

建

築

的

意

義

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　　　ヘ　　　へ

以

て
、南

北

朝

殊

に

北

魏

の

頃

最

も

盛

に

行

は

れ

た

る

石

窟

寺

(ξ

毎

。
箕

(肖

2
1.。

釜
ξ

ざ
)

に

其

の

獲

源

す

る

を

思

ふ

も

の

な

り
、謂

ふ

少

し

く

其

の

理

由

を

述

べ

ん
。

　

支

那

に

於

け

る

石

窟

寺

は

或

は

其

の

源

を

西

域

印

度

に

賛

す

る

な

ら

ん

も
、支

那

佛

教

美

術

の

源

流

た

る

健

駄

羅

地

方

に

は

此

の

風

無

く
、

却

っ

て

中

部

以

南

の

印

度

バ

ー

ジ

ヤ

(》

ξ
鉾
)
ナ

シ

ツ

ク

(家
勢
釜

(き

カ

ル

リ

(菌
帰一≒
=
)
ア

ヂ

ヤ

ン

タ

(〉
言
三
ε

エ

レ

フ
ワ
ン

タ

(叢
¢
喜

嘗
翁
)
等

に

之

を

存

す

る

の

み
、又

た

支

那

の

石

窟

寺

に

有

名

な

る

も

の

を

塞
・
ぐ

れ

ば
、洛

陽

伊



義脚_.

閾

龍

門
、敦

煙

莫

高

窟

、四

川

千

傷

産
、遼

西

表

州

萬

佛

堂

等

あ

り

と

錐

も
、

就

中

北

魏

の

都

な

り

し

山

西

省

大

同

府

雲

岡

の

石

窟

寺

を

以

て
、支

那

本

土

に

於

け

る

権

輿

と

す

可

き

か
、大

清

一
統

志

等

に

は

明

元

帝

祥

瑞

元

年

よ

り

孝

明

帝

正

光

末

年

(西
紀
四

一
四

-
五
二
・四

)
の

問

に

成

る

も

の

と

な

せ

ど
、

魏

書

繹

老

-志

に

よ

れ

ば
、文

成

帝

の

初

年

(晒
縮
幌
虹
い「曇

曜

日

帝
、於

京

城

西

武

州

塞
、難

山

石

壁
、開

窟

五

所
、鍋

建

佛

復

答

一
、山口同
者

七

十

尺
、次

六

十

尺
、

彫

飾

奇

偉

、冠

於

一
世
」と

あ

り
、其

の

創

建

の

年

代

を

明

に

す

可

く
、叉

同

書

に

宣

武

帝

景

明

元

年

(西
紀
五

百
年

)
大

長

秋

卿

白

薙

に

詔

し

て
、大

京

塞

巖

寺

即

ち

雲

岡

の

石

窟

に

準

じ

て
、高

祀

文

昭

皇

太

后

の

爲

に
、誰

南

伊

開

山

に

石

窟

二

所

を

作

ら

し

む

と

あ

る

を

以

て

見

れ

ば
、金

石

文

字

記

の

作

者

の

言

の

如

く
、雲

間

の

石

窟

寺

ガ
「其

作

柄

也
」と

云

ふ

を

得

可

き

な

り
。

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
就

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
一

し　

一
日～
陛高
尋
を
F一

。ー

ー

藁
一

筆
唖薯
馨

一

串
き
差
毛
」
+
聖
工彗
一

管声
ξ
一
{
ー
ー
筆
軍
-̀
噛一
甚
一
"ま
f
ー

ー
き
一

…
塵室
一
等一

華
薄
舞
一

斗
拝ー
ー

垂
～

・略
書
萎

二ー

ー

雪
ぐ
毒

・蕊



一鳳噸

φ

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像
に
就
.
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
九
二

　

さ

て

此

の

雲

岡

の

石

窟

寺

の

構

造

を

窺

ふ

に
、其

の

中

如

来

殿

は
、伊

東

博

士

の

報

告

に

よ

れ

ば

姻
難
繍
蒲
鋤
焼
柚
蝶
搬
.大

佛

殿

に

接

し

て

西

に

如

来

殿

あ

り
、…

・其

窟

は

正

方

形

に

し

て

各

邊

四

十

五

尺

あ

り
、周

園

に

十

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

尺

の

通

路

を

取

り
、中

心

方

二

十

雲
岡
石
窟
寺
如
水
殿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

同

第
二
窟

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

尺

の

柱

を

残

し
、之

を

分

っ
て

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
。
　

　

　

　

　

二

暦

と

し
、毎

層

其

の

四

面

に

佛

　

　

　

　

　

　

　

　
・
　

　

　

　

　

　
の

立

像

を

刻

出

せ

り
、上

層

に

於

　

　

　

　

　

　

　

.
　

　

　

　

　

い

て

は

其

の

四

隅

に

九

重

の

小

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

塔

を

作

り
、柱

に

代

へ
、以

て

天

蓋

を

支

承

せ

り
、天

蓋

は

我

か

法

隆

寺

金

堂

内

の

も

の

と

全

く

同

式

に

し

て
、直

ち

に

天

井

に

附

著

せ

り
」と

あ

り
、叉

た

其

の
第

三

窟

は
「形

如

来

殿

に

似

た

り
、中

央

に

方

柱

あ

り

て

直

に
天

井

に

達

し
、柱

の

四

面

に

冬

籠



を

作

り
、佛

像

を

奢

る

玉

こ

と

如

来

殿

の

如

し
」と

見

ゆ
、余

輩

は

洛

陽

龍

門

に

於

い

て
、賓

陽

洞
、老

君

洞

其

他

多

数

の

石

窟

に

此

の

種

の

構

造

の

も

の

を

認

め

ざ

り

し

も
、敦

煙

の

石

窟

寺

に

此

の

類

の

も

の

あ

る

こ
と
、

ペ

リ

オ

氏

の

爲

眞

(ミ
≡
塁
9

諭
§

紙

上
)に

よ

り

て

之

を

察

す

る

こ

と

を

得
、而

し

て

此

の

雲

間

如

来

殿

の

如

き

石

窟

の

中

央

方

柱

を

天

井

と

地

盤

と

よ

り

切

り

離

し

て
、之

を

縮

小

す

れ

ば

即

ち

上

部

は

天

蓋

を

有

し

四

面

に

佛

像

を

剥

せ

る

こ

と
、恰

も

我

が

四

面

像

と

同

一
な

る

も

の

を

得

可

け

ん
、余

輩

は

鼓

に

於

い

て

四

面

像

は

中

央

に

方

柱

あ

る

石

窟

寺

の

構

造

を

模

し

て

造

ら

れ

た

る

一
個

の

遺

像

な

り

と

云

ふ

を

揮

ら

ざ

る

な

り
。

　

余

輩

が

四

面

像

と

聯

關

し

イ、
直

ち

に

想

起

す

る

は

法

隆

寺

金

堂

の

橘

夫

入

厨

子

な

頓
、此

の

厨

子

は

古

今

目

録

抄

に
「光

明

皇

后

母

橘

夫

人

　

　

　

　

函
数
の
四
面
像
に
就
い
イ、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
三

ー

ー
雲
叢
亨
一
奮一

重
ー

ー

蓉
ー

ー

ρ一

著
'嚢

・■一

喜
悪霊
孟



一

　

　

　

　

面
貌
の
四
面
像
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四

所

造

也
」と

あ

り
、上

部

に

大

な

る

天

蓋

を

頂

き

下

に

毫

座

あ

り
、中

央

に

佛

像

を

安

置

せ

る

が
、天

蓋

は

正

し

く

此

の

四

面

像

と

同

じ

く

北

鏡

式

に

し

て
、其

の

人

な

る

天

蓋

を

戴

く

所

よ

り
、な

ほ

四

方

に

扉

を

設

け
、悉

く

之

を

開

放

す

可

く

造

ら

れ

た

る

黙

は
、此

の

四

面

像

と

其

の

意

義

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

同

ふ

し
、同

じ

く

中

央

に

方

柱

を

有

す

る

石

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

・
知

窟

寺

よ

り

獲

生

せ

る

系

統

に

入

る

可

き

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

人

　

　

　

　

　

　

　

　

　

厨

の

に

外

な

ら

ず

、而

し

て

此

の

厨

子

の

天

蓋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣

は
厨
子
全
禮
に
比
し
て
稽

大
に
過
ミ
欝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

立μ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

宜

し

か

ら

ざ

る

黙

よ

り

し

て
、伊

東

博

士

は

曾

て

島

傍

師

の

佛

像

上

に

あ

り

し

も

の

を

取

り

来

り

し

に

非

ず

や

と

疑

は

れ

た

る

が
、
鎌
継
藩

閥

野

博

士

は

其

の

工

作

上

よ

り

し

て

始

よ

り

此

厨

団子

に

附

着

せ

し

も

の

な

る

こ

と

を

論

ぜ

ら

た

り
、
掴

樺

騨

鮪

余

ノ

』

』

/＼

L1」1　
一　噸

」露

　

　
一

一一 7一一
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輩

は

己

に

砦

子

を

以

西

面

像

と

同

系

統

の

も

の

な

り

と

す

る

以

上

は
・固

よ

り

關

野

博

士

に
從

っ

て
、此

天

蓋

を

以

て
同

時

箸

初

よ

り

乍

ら

れ

し

も

の

な

り

と

爲

さ

ざ

る

を

得

ざ

る

な

り
、茎

、罫

山

金

剛

峯

イ　
　

　

　
　

　

龍
門
裏

壁

　

寺
、同

旨

門

院
、厳

島

神

肚

に
傳

ふ

る
枕

本

雲
間
第
四
窟

　

/z

.
郵
拶

傍

如

き

は
、同

じ

-

石

窟

寺

の
構

造

よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笏

.笏
.
　

舞

シ

　

　

　

　

　

　

佛

孫

ノ

〃

.三
物

り

出

で

九

る

形

式

と

す

る

も
、
こ

は

中

央

に

方

柱

な

き
、雲

間

第

四

窟
、龍

門

齊

抜

堂

及

び

賓

陽

洞

の

如

き

合
龍
佛

を

模

し

て

作

ら

れ

た

る

も

の

な

り

と

す

可

き

か
、而

し

て

此

の

石

窟

寺

の

系

統

以

外

に

畠

建

築

を

模

し

て

造

ら

れ

た

る
厨

子

亦

早

く

奈

良

朝
(唐

代
)以

前

に
存

す

る

も

の

あ

り
、即

ち

薩

寺

金

堂

の

玉

轟

厨

子

の

一
類

こ

れ

に

属

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
九
五

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像

に
就

い
て



一

　

　

　

　

西
魏
の
四
面
像

に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
六

　

要

之
、此

の

四

面

像

は

健

駄

羅

建

築

を

模

し

た

る

ロ

リ

ヤ

ン
・タ

ン

ガ

イ

等

襲

見

の

石

廣

子

(m詳
()⇔
O
　
mい}=
.一⇔
○)
と

同

じ

く
、石

窟

寺

の

構

造

よ

り

登

生

し

た

る

も

の

な

れ

ば
、
こ

れ

を

亦

石

廣

子

と

稽

す

る

も

何

等

の

不

可

あ

る

を

見

ず
、而

か

も

斯

く

の

如

き

石

質

に

高

浮

彫

を

施

し
、之

に

彩

色

を

加

ふ

る

ガ

如

き

は
、遠

く

印

度

健

駄

羅

彫

刻

の

精

棘

と

相

懸

ず

る

も

の

と

言

ふ

可

く
、其

の

佛

像

天

蓋

の

様

式

等

我

が

推

古

時

代

の

そ

れ

に

酷

省

し
、北

魏

の

佛

像

と

し

て

は

梢

,進

歩

せ

る

様

式

に

属

す
、想

ふ

に

元

魏

は

孝

文

帝

に

至

り

て

都

を

平

城

よ

り

洛

陽

に

移

し
、胡

服

韻

語

を

禁

じ
、鋭

意

支

那

在

来

の

文

物

を

撮

容

し

た

る

を

以

て
、雲

岡

石

佛

寺

を

以

て

代

表

せ

ら

る

玉

魏

朝

初

期

の

藝

術

と
、洛

陽

龍

門

の

石

窟

寺

を

以

て

代

表

せ

ら

ふ

後

期

の

藝

術

と

を

比

較

す

る

に
、後

者

は

西

城

式

著

く

し

減

退

し

漢

式

の

増

大

せ

る

も

の

多

き

を

見

る

可

く
、手

法

の

進

歩

亦

一



層

を

加

へ
た

る

や

言

を

侯

た

ず
、而

し

て

此

の

四

面

像

は

固

よ

り

元

魏

後

期

の
美

術

に

属

す

る

も

の

な

り
、此

の
像

の

製

作

せ

ら

れ

た

る
面

魂

大

統

十

七

年

は

恰

も

魏

が

東

西

に

分

孚

し

て
、將

に

後

周

に

亡

ぼ

さ

れ

ん

と

す

る

前

数

年

に

過

ぎ

ざ

る

に
、北

朝

藝

術

が

此

の
兵

馬

倥

偬

の

問

に

際

し

て
、何

等

大

な

る

影

響

を

受

け

ず

し

て
、正

に

高

潮

に

達

せ

ん

と

し

つ

玉
あ

る

を

示

す

は

頗

る
興

味

あ

る

現

象

に

非

ず

や
、然

れ

ど

も

石

窟

寺

の

建

造

は

北

魏

以

後

漸

く

盛

な

ら

ず
、以

前

よ

り

蛇

行

し

来

れ

る

構

造

的

自

由

建

築

の
寺

院

が

時

代

の
趣

味

に

合

致

し

て

盛

行

す

る

に

至

り

て

は
、石

窟

寺

の

構

造

よ

り

獲

生

せ

る

四

面

像

の

如

き

も
、自

ら

製

作

せ

ら

る

ふ

こ

と

少

な

く
、廣

子

に

於

て

も

橘

夫

八

廣

子

よ

り

も

玉

轟

廣

子

の
系

統

の
喜

ば

る

る

に

至

り

し

は

敢

て

住

し

む

に

足

ら

ざ

る

な

の

。
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